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１ 子ども達を取り巻く未来と久留米市の教育目標



久留米市の教育目標（第３期久留米市教育改革プランの教育目標）

ふるさと久留米を愛し、ともに社会を生き抜く力の育成 ［ まなぶ力・つながる力・やりぬく力 ］

●第３期久留米市教育改革プランの目標

少子高齢化社会 人口減少社会

ＩＴの進化

ＡＩの進化

大規模災害の発生（社会構造や自然環境の変化が激しい時代）

グローバル化

●ＩＴとは…Information Technologyの略。コンピューターやインターネットなどのネットワークシステムを
活用した情報技術のこと。
●ＡＩとは…Artificial Intelligenceの略。人工知能。人間の知的な思考・行動をコンピューターで人工的に行
うこと。車の自動運転システムなどに応用。

⇒激動の時代にあっても、子ども達一人ひとりが、自分の夢に向かって、たくましく、豊かな人生を歩んでいくために

●子ども達を取り巻く未来

●ふるさと久留米を愛しとは…将来、久留米で暮らす、
久留米の外で暮らす、いずれの場合においても自分が生
まれ育った久留米への愛着と誇りをもち、将来への貢献
を思って生きることです。

●ともに社会を生き抜くとは…周りの人と協調的・協働
的に、そして自然環境との関係を意識しながら、変化の
激しい社会をたくましく生きることです。

●まなぶ力【知】：学びへの意欲、知識や技能、思考
力・判断力・表現力、学習習慣の強化、学びの意義や価
値の実感 など
●つながる力【徳】：他者への思いやり、規範意識や社
会のルールを守る力、よりよい人間関係を構築する力、
チームで協同する力、自然環境と共生する力 など
●やりぬく力【体】：考え抜く力、困難を乗り越えよう
とする強い意志、健やかな体・体力など
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２ 久留米市立小学校の小規模化の状況



久留米市立小学校の児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ２，７２７人 ２，６９６人 ２，９４４人 ２，９６２人 ２，９６８人 ２，９６４人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和５７年 ２７，３８７人 １００

現在値 平成３０年 １６，７８２人 ６１.３

将来推計値 平成３６年 １６，９７２人 ６２.０

年度 学級数

ピーク値 昭和５６年 ７５８学級

現在値 平成３０年 ５７４学級

将来推計値 平成３６年 ５７３学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。
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久留米市立小学校における学校規模別の分布状況
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大規模校
（１９～３０学級）
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過大規模校
（３１学級以上）

１校 →

平成３０年５月１日現在の児童数・学級数に基づく分布図（全４６小学校）
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３ 城島地域５小学校の小規模化の状況



城島地域５小学校の児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ８６人 ７８人 ９０人 ８０人 ８４人 ６１人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和５７年 １，４０４人 １００

現在値 平成３０年 ５８９人 ４２.０

将来推計値 平成３６年 ４８９人 ３４.９

年度 学級数

ピーク値 昭和５７年 ５２学級

現在値 平成３０年 ２９学級

将来推計値 平成３６年 ２８学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。
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【城島小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ４１人 ３９人 ４０人 ４４人 ４３人 ３７人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和５６年 ５５６人 １００

現在値 平成３０年 ２５５人 ４５.９

将来推計値 平成３６年 ２４５人 ４４.１

年度 学級数

ピーク値 昭和５６年 １７学級

現在値 平成３０年 １０学級

将来推計値 平成３６年 ９学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。
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【下田小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

S50

S53

S56

S59

S62

H
2

H
5

H
8

H
11

H
14

H
17

H
20

H
23

H
26

H
29

H
32

H
35

0

6

12

18

S50

S53

S56

S59

S62

H
2

H
5

H
8

H
11

H
14

H
17

H
20

H
23

H
26

H
29

H
32

H
35

●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ３人 ２人 ６人 ２人 ６人 ４人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和５０年 １１２人 １００

現在値 平成３０年 ４１人 ３６.６

将来推計値 平成３６年 ２７人 ２４.１

年度 学級数

ピーク値 平成２７年まで ６学級

現在値 平成３０年 ４学級

将来推計値 平成３６年 ４学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。
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【江上小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ２５人 １８人 １９人 ２１人 １３人 １０人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 学級数

ピーク値 平成８年まで １２学級

現在値 平成３０年 ６学級

将来推計値 平成３６年 ６学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。

７

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和６０年 ３３１人 １００

現在値 平成３０年 １４２人 ４２.９

将来推計値 平成３６年 １０９人 ３２.９



【青木小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 １４人 １８人 １９人 １３人 １３人 ８人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 学級数

ピーク値 昭和５９年まで １２学級

現在値 平成３０年 ６学級

将来推計値 平成３６年 ６学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。
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年度 児童数 比率

ピーク値 昭和５７年 ３７５人 １００

現在値 平成３０年 １２３人 ３２.８

将来推計値 平成３６年 ８９人 ２３.７



【浮島小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～平成３６年）
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

Ｈ30年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 H36

人口数 ３人 １人 ６人 ０人 ９人 ２人

●未就学児の
年齢別人口数
(H30.5.1現在）

年度 学級数

ピーク値 平成１８年まで ６学級

現在値 平成３０年 ３学級

将来推計値 平成３６年 ３学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。

９

年度 児童数 比率

ピーク値 昭和６０年 ９８人 １００

現在値 平成３０年 ２８人 ２８.６

将来推計値 平成３６年 １９人 １９.４



４ 久留米市立小学校小規模化対応方針



久留米市立小学校の小規模化へのこれまでの対応

年 度 概 要

平成２４年度
「学校規模等に関するアンケート」の実施
久留米市立小中学校通学区域審議会に諮問（11月）
同審議会から中間答申（２月）

平成２５年度
小規模特認校制度導入の決定（４月）
市内３校で特認校制度による児童募集

平成２６年度

市内３校で特認校制度による児童募集
久留米市立小中学校通学区域審議会から最終答申（２月）
○長期的には、市全体において、全ての小規模校を視野に入れた学校の統合が必要。
○まず複式学級の回避・解消を目的とした学校の統合を優先して行うべき。
○「通学の安全確保と負担軽減」「児童・保護者や地域住民、地域活動等への配慮」等に留意し、
国や県とも連携して速やかに進めることが必要。

平成２７年度
「久留米市立小学校小規模化対応方針」の策定に向けた協議を開始（６月～）
小規模特認校制度の評価と運用の考え方を決定（８月）

平成２８年度
「久留米市立小学校小規模化対応方針」の策定に向けた協議
市内１校で特認校制度による児童募集

平成２９年度
「久留米市立小学校小規模化対応方針」の策定に向けた協議
久留米市総合教育会議で協議、調整（３月）

平成３０年度

「久留米市立小学校小規模化対応方針」の策定に向けた協議（５～９月）
久留米市総合教育会議で協議、調整（７月、10月）
「久留米市立小学校小規模化対応方針」【案】のパブリック・コメントの実施及び説明会の開催
（７～９月）
○パブリック・コメントによる意見募集；１２名、１団体 延べ９１件の意見
○説明会の開催；１１回開催 参加者数延べ２４５名

「久留米市立小学校小規模化対応方針」策定（10月）

１０



「久留米市立小学校小規模化対応方針」の概要①

●この方針は、小規模化する小学校の課題等に対応するため、久留米市立小中学校通学区域審議会の答申
（平成27年2月20日）を踏まえるとともに、国が作成した「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等
に関する手引」に照らして、市教育委員会が策定するものです

○義務教育段階の学校は、児童生徒の能力を伸ばしつつ、社会
的自立の基礎、国家・社会の形成者としての基本的資質を養う
ことを教育の目的としています。

○学校は、児童生徒に知識や技能を習得させるだけでなく、集
団の中で多様な考えに触れ、認め合うことを通じて、
思考力、判断力、表現力を育み、社会性や規範性を身
に付けさせる役割も担っています。
○平成32年度から実施される新学習指導要領では、「主体
的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が求められて
います。

○久留米市の小学校の児童数は、昭和５７年の約２７，

４００人をピークに減少傾向が続き、現在（平成３
０年）では、ピーク時の約６０％（約１６，２
００人）となっています。
○久留米市の小学校では、学校間で児童数の偏りが顕著

になっています。現在、複式学級が発生している
学校は２校ですが、平成３６年度までに、さら
に３校で発生する見込みとなっています。

将来にわたり義務教育の機会均等、教育水準の維持・向上を図り、子どもの「生きる力」を育む学校教育を保障する
観点から、本市の小規模校の対応に関する基本的な考え方や方向性等を定めるものです。

○小規模校(12学級未満)では、「児童の個別の指導を含めたきめ細かな指導が行いやすい」などの長所がある
と言われています。

○小規模校では、「集団の中で多様な考え方に触れる機会や、切磋琢磨する機会が少なくなりやすい」など
の課題があると言われています。
○複式学級では、同学年から構成される単式学級と比べて、教員による児童の直接指導を行う時間が半分程度に
制約されることが、最も大きな課題として挙げられます。

１ 策定の趣旨等

２ 児童生徒数の推移・推計等
３ 学校の役割等

４ 小規模校の課題等
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◎望ましい学校規模

１学年から６学年までの全ての学年が複数の学級で構成される規模
（全学年でクラス替えができる規模）

「久留米市立小学校小規模化対応方針」の概要②

５ 学校規模の考え方

○小規模化対応にあたっては、学校の小規模化に起因する

教育課題を十分に踏まえ、「望ましい学校規模」を目
指すものとします。
○久留米市において、最優先の小規模化対応が必要と
位置付ける小学校は、「既に複式学級が発生し、
固定化している小学校」とし、「学校の統合」を
対応の基本方策とします。
○市教育委員会は、小学校の統合を進める際には、統合校
の組み合わせ、統合の方式、統合までの行程、統
合の実施時期等の具体案を保護者や地域住民等に
提示し、十分な協議・調整等を経て、決定します。

○教育を充実する観点から望ましい学校規模 ＝１学年が複数の学級で構成される規模
○教育課題の顕在化等を回避するために必要となる学校規模 ＝１学年1学級以上の規模

○市教育委員会は、小学校の統合を進める際には、統合後の

通学路の安全確保や、状況に応じて通学支援に関す
る対応を検討するとともに、児童の環境変化への対応とし
て、統合前の交流学習や統合前後のスクールカウン
セラーの配置等、きめ細やかな配慮や支援を行います。
○主に市関係部局は、小学校の統合に伴う地域コミュニ
ティへの配慮や、地域の拠点機能（避難所やスポー
ツ活動の場など）の継承などの検討を行います。

６ 対応の方策等 ７ 留意事項等
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５ 第１次久留米市立小学校統合基本計画【案】



「第１次久留米市立小学校統合基本計画」【案】の概要

●ここに記載している内容は、現時点における市教育委員会の【案】です。この【案】について、今後、
市議会や保護者、地域の皆さまと十分に協議し、その後に正式に決定するものです。

統合の対象校 複式学級編制の状況 統合の組み合わせ

浮島小学校 平成１９年度より編制し固定化しています

両校とも城島小学校に統合
下田小学校 平成２８年度より編制し固定化・拡大することが見込まれます

●統合の対象校と組み合わせ

３校を１校とすることで、全学年で２学級以上の複数のクラス編制となる見込みです。子どもたちにとって、
より良い教育条件・教育環境を整備する観点から、より教育的効果が高い【案】と考えています。

●統合の進め方

円滑に統合を進めるために統合準備協議会を設置します
（学校・保護者・地域の皆さまなどで構成する組織）

●統合の実施時期

保護者や地域の皆さまとの十分な協議
↓

小学校統合基本計画の策定
↓

一の年度以上の準備期間
（統合準備協議会での協議・調整や統合にかかる学校同士

の交流等を行うための期間）
↓

統合校スタート

●統合後の新たな学校づくり

重点分野１：児童の安全・安心のための取組
重点分野２：学校の一体感の醸成を目指した魅力ある

教育活動の展開

重点分野３：学校や地域の伝統を継承していくための取組

●城島地域の望ましい学校規模の検討

浮島小学校と下田小学校を城島小学校に統合した後に、江上小学校と青木小学校を含む城島地域の全小学校の
統合の検討を進めます。
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【３小学校統合校】 児童数・学級数の推移と推計
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

年度 児童数 比率

現在値 平成３０年 ３２４人 １００

将来推計値 平成３６年 ２９１人 ８９.８

年度 学級数

現在値 平成３０年 １２学級

将来推計値 平成３６年 １２学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。

注）平成２９年度までは城島小の学級数を表記して
います。
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城島地域小・中学校の通学区域及び各学校間の距離と時間の目安

下田小

城島小

浮島小

青木小
江上小

城島中

●各学校間の距離と時間の目安

対象校 統合校 距離 所要時間

浮島小 ⇒
城島小

３．７㎞ １時間２分

下田小 ⇒ ２．７㎞ ４５分

【参考】

浮島小 ⇒ 青木小 ２．８㎞ ４７分

●城島地域小・中学校通学区域

●所要時間…児童の徒歩による所要時間（片道）
を表しています。ここでは、１分間＝６０ｍ（児
童・徒歩）として計算しています。
（一般的に大人の歩く速さは、１分間＝８０ｍと
されています）

●距離…各小学校から小学校までの実際の道路上
で計測した距離を表しています。
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【５小学校統合校】 児童数・学級数の推移と推計
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●児童数の推移と推計

●学級数の推移と推計

年度 児童数 比率

現在値 平成３０年 ５８９人 １００

将来推計値 平成３６年 ４８９人 ８３.０

年度 学級数

現在値 平成３０年 １８学級

将来推計値 平成３６年 １５学級

注）児童数は特別支援学級に在籍する児童を含む
全児童数です。

注）学級数は特別支援学級数を除く通常学級数です。

注）平成２９年度までは城島小の学級数を表記して
います。
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久留米市立小学校における学校規模別の分布状況
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（児童数；人）

（学級数；学級）

過小規模校
（１～５学級）

２校 →

小規模校
（６～１１学級）

１８校 →

標準規模校
（１２～１８学級）

１９校 →

大規模校
（１９～３０学級）

６校 →

過大規模校
（３１学級以上）

１校 →

下田小
浮島小

●３校統合校

●５校統合校

城島小

平成３０年５月１日現在の児童数・学級数に基づく分布図（全４６小学校）

江上小・青木小
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城島地域における小学校統合の当面の進め方について

城島地域の皆さまを対象とした全体説明会の開催

統合基本計画【案】の内容は、城島地域５小学校全小学校に関連しますので、城島地域の全校区
の皆さまを対象とした全体説明会を開催します。

城島小 江上小 青木小 下田小 浮島小

全体説明会を開催した後に、各校（校区）ごとの個別の説明会を開催します。

計画【案】の十分な協議・調整

「第１次久留米市立小学校統合基本計画」の決定

市教育委員会

●小学校統合準備協議会【仮称】の設置

小学校の統合が決定した後、保護者や地域の皆さまなどで構成する小学校統合準備協議会【仮称】を設置し、
円滑な統合に向けた検討等を行います。

小学校統合準備協議会【仮称】のイメージ

学校関係者
市教育委員会
事務局

各学校地域学校協議会の代表
（保護者や地域の代表の方）

連携

協力

連携

協力
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久留米市立小学校統合のＱ＆Ａ
質問事項 市教育委員会の回答

Ｑ なぜ学校の統合が必要なのです
か？

Ａ 子ども達は、学校生活を通して、知識や技能を身に付けるだけでなく、子ども
達同士の集団生活・集団活動の中で、多様な考え方に触れながら、多くのことを学
んでいきます。また、お互いが切磋琢磨することで、これらの学びをより高めてい
くことができます。子ども達が大人になって、自分の人生を歩んでいくための確か
な「生きる力」を育むためには、学校の統合により、一定の集団規模を確保し、子
ども達にとって、より良い教育条件・教育環境を整える必要があると考えています。

Ｑ 学校の統合には、どんなメリット
があるのですか？

Ａ 子ども達にとっては、友達や仲間が増える、クラス替えができる、中１ギャッ
プが抑えられる、集団で行う教育活動の範囲が拡がるなどのメリットがあります。
また、保護者にとっては、親同士の交流の機会が拡がる、一人あたりのＰＴＡ活動
の負担が減るなどのメリットがあります。さらに、学校にとっては、柔軟な教職員
の配置ができるようになる、一人あたりの校務分掌の負担が減る、同学年の担任同
士で相談しながら授業の準備や研究ができる、ティーム・ティーチング（共同授
業）ができるようになるなどのメリットがあります。

Ｑ 子ども達の心のケアは、どのよう
に考えているのですか？

Ａ 学校の統合に伴う子ども達の不安や悩みについては、各家庭と連携を図りなが
ら、しっかりと把握する必要があると考えています。また、アンケート調査の実施
や、スクール・カウンセラーの配置を強化するなど、個々の児童へのきめ細やかな
配慮や支援などを行う必要があると考えています。

Ｑ スクールバスは運行してもらえる
のですか？

Ａ 児童の登下校において、学校の統合前と比べて、著しく通学距離が長くなる場
合などには、児童の実態や地理的な状況等を踏まえ、スクールバスの運行等の通学
支援を実施する方向で検討する必要があると考えています。

Ｑ 小規模特認校の児童は、どの学校
に通うのですか？

Ａ 小規模特認校制度の児童は、居住地の指定校に通うか、または統合した学校に
通うかなど、一人ひとりの児童の状況や保護者の意向など、個々の事情に応じて、
個別に判断していく必要があると考えています。

Ｑ 校区コミュニティ制度は、どうな
るのですか？

Ａ 小学校の統合は、久留米市の校区コミュニティ制度をはじめ、市のまちづくり
にも、密接に関連しています。そのため、市教育委員会では、関連の市長部局と
しっかりと連携し、情報の共有化を図っていく必要があると考えています。また、
今後のまちづくりについても、地域など関係者の皆さまと十分に協議・調整しなが
ら、検討を進めていく必要があると考えています。
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